
 

会    議    録 

会 議 の 名 称 平成２９年度第１回弘前城跡整備指導委員会 

開 催 年 月 日 平成２９年 ７月３１日（月） 

開始・終了時刻 １３時００分 から   １４時４５分まで 

開 催 場 所 弘前市緑の相談所集会室および弘前城跡二の丸発掘現場 

議 長 等 の 氏 名 長谷川成一（弘前大学名誉教授） 

出 席 者 関根達人、田中哲雄、福井敏隆、麓和善、三上千春 

欠 席 者 千田嘉博 

事 務 局 職 員 の 

職 氏 名 

（弘前市都市環境部公園緑地課）公園緑地課長（理事兼務）・古

川勝、同課参事・小林勝、同課弘前城整備活用推進室長・神雅

昭、同室総括主査・笹森康司、同室主査・横山幸男、同室主事・

今野沙貴子（記録）、同室主事・福井翔子、同室主事・蔦川貴祥、

同室主事・福井流星、同室技師・佐藤光麿 

（弘前市教育委員会文化財課）文化財課長・成田正彦、同課主

幹兼文化財保護係長・小石川透、同課主幹兼埋蔵文化財係長・

岩井浩介 

会 議 の 議 題 

（１）二の丸整備について 

 ①発掘調査成果報告について 

 ②遺構整備について 

 ③利活用施設の展示について 

（２）その他 

会 議 結 果 

（１）二の丸整備について 

①馬場跡の調査成果については、異議なし。御宝蔵跡につい

ては、さらに検討が必要。 

②馬場の柵を一部スガキ柵とすることについては了承。御宝 

蔵跡を平面表示とすると、冬場は積雪で見られなくなる。 

③展示については、早めに具体的な原案を作成して内容を委 

員会に諮ること。 

（２）その他 利活用施設のオープンは、平成 30年４月の予定。 

会議資料の名称 

① 平成２９年度史跡津軽氏城跡弘前城跡二の丸発掘調査経過

報告 

② 図版１ 平成２８年度調査成果 

③ 図版２ 平成２９年度調査成果 

④ 図版３ 御宝蔵確認トレンチ断面図・平面図 

⑤ 図版４ 絵図（文化２年）と調査区平面図を重ねた図 

⑥ 御宝蔵御差図 附御書付（弘前市立弘前図書館蔵・TK 



526－13）※福井委員提供 

⑦ 弘前城跡二の丸遺構整備平面図・久隅守景「賀茂競馬図屏風」 

⑧ 平成２８年度 鷹揚公園（仮称）二の丸利活用施設新築工事

（展示工事）特記仕様書・展示キープラン等 

⑨ 弘前城二の丸整備スケジュール 

会 議 内 容 

 

（ 発 言 者 、 

発 言 内 容 、 

審 議 経 過 、 

結 論 等 ）  

（１）二の丸整備について 

 ①発掘調査成果報告について 

（事務局） 

・馬場跡に伴う硬化面の北端・南端を確認した。 

・御宝蔵の土台の痕跡を確認した。南北 11.2ｍ、東西 6.9ｍのロ 

の字形に、黄褐色粘土の硬化面が確認された。粘土下には石 

敷きがあり、かたく踏み締められている。ロの字形の東・西 

辺に沿うように、幅 20～30㎝、深さ 20～25㎝の雨落ち溝が 

確認される。 

・御宝蔵土台の中央やや北寄りに直径 120㎝、深さ 60㎝の土坑 

を検出した。土坑内部には石が詰められており、底面には根 

石のような石が置かれていることから、御宝蔵の柱穴と考え 

ている。土台の粘土は、この土坑上に貼られている。 

・土台の粘土上に、御宝蔵の礎石らしい石を１点確認している。 

・御宝蔵の参考として、延宝５年（1677）「御宝蔵御差図 附御 

書付」（弘前市立弘前図書館蔵・TK526－13）がある。これは 

本丸に建設予定の御宝蔵の絵図である。本丸御宝蔵は一間の 

出入口、半間の窓、二階への階段を伴う礎石建物で、中央部 

に大黒柱をもつ構造だったことが分かる。 

 

（委員会） 

・馬場跡の調査成果について、異議はない。 

・御宝蔵基礎の中央に検出された土坑は、御宝蔵の大黒柱では

なく、それよりも古い時期の遺構なのではないか。先行して

存在していた土坑を埋めて、その上に蔵を造ったと考える方

が自然。そもそも御宝蔵は礎石建物であるのに、なぜ大黒柱

だけ掘立柱で据え付けるのか。建物として、不安定だと思う。 

・礎石は１点のみ残るということだが、他のなくなった礎石の

痕跡は確認できないのか。礎石はなくなったとしても、据え

ていた痕跡は残るのが自然。 

・蔵の土台とされる粘土の硬化面と、礎石の位置関係にズレが

ある。粘土の硬化面は、土台ではなく礎石のたたきだと思う。 

・実際の遺構で、雨落ち溝が東西に確認されているが、南北に

はない。寄棟の屋根であれば、四方に雨落ち溝があってもよ



い。切妻屋根の建物だった可能性があるのではないか。 

 

② 遺構整備について 

（事務局） 

・馬場の西側の柵については、当初全体をロープ柵とする予定 

であったが、久隅守景「賀茂競馬図屏風」を見本とし、御高 

覧所前の 28ｍ部分についてスガキの柵としたい。 

・御宝蔵跡については、今年度の調査成果に従って位置を若干 

修正する。雨落ち溝・外周を平面表示とし、解説看板を付け 

る。 

 

（委員会） 

・馬場のスガキ柵は、「賀茂競馬図屏風」に従い竹を用いたよう

に見せること。 

・御宝蔵跡を平面表示にすると、冬場は積雪のため見られない

という問題がある。 

 

③ 利活用施設の展示について 

（事務局） 

・展示は３つのコーナーに大別され、完全デジタルサイネージ

となる。 

・展示室には５つのテーブルを並べ、これらに天井からプロジ

ェクターで映像を投影する。 

・展示室西側・ガイダンス東側のガラス面には、城内を行き来

する近世の人々の映像を投影し、当時の風俗を表現する。 

・ガイダンス北側に壁面展示を設ける。 

・展示のナレーションは日本語のみとするが、テロップは日本

語のほか、英語・韓国語・中国語（簡体字）を用意する。 

・施設内のトイレは、24時間開放する予定。 

・平成 29年９月に、利活用施設に係る工事開始予定。 

 

（委員会） 

・余裕をもって、計画的に展示作成を進めること。早めに具体

的な展示案をつくり、内容を委員会に諮ること。 

 

（２）その他 

（事務局） 

・利活用施設（建築）・展示工事は、８月末の発注となる予定。

利活用施設は、平成 30年４月のオープンとなる。 



その他必要事項 

・会議の公開、非公開…公開 

 

・オブザーバー出席等 

（青森県教育庁文化財保護課） 

主幹・福島隆雄 

（弘前市財務部財産管理課） 

主幹・福士寛志 

（有限会社アトリエタアク１級建築士事務所） 

前田卓 

（株式会社キタコン） 

工藤秀一 

 


